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る
こ
と
で
す
。
Ⅰ
度
と
Ⅱ
度
以
上
の
見
極
め
は

一
般
市
民
に
よ
り
行
え
、
声
を
か
け
意
識
が
な

け
れ
ば
Ⅱ
度
以
上
（
医
療
機
関
受
診
）
で
す
。

意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
応
急
処
置
を
開

始
し
ま
す
が
、
自
分
で
上
手
に
水
が
飲
め
な
い

（
水
分
・
塩
分
の
補
給
は
重
症
化
を
防
ぐ
上
で

重
要
）、
様
子
観
察
で
改
善
傾
向
が
な
い
場
合

　
熱
中
症
救
急
搬
送
患
者
数
は
、
全
国
で
７
～

８
月
が
毎
月
約
２
万
人
で
す
が
、 

５
～
６
月
と

９
月
も
毎
月
２
０
０
０
～
３
０
０
０
人
に
上
り

ま
す
。
真
夏
の
み
な
ら
ず
、
新
緑
か
ら
残
暑
の

時
期
ま
で
、
十
分
な
水
分
補
給
を
含
め
た
熱
中

症
対
策
が
必
要
で
す
。
発
症
場
面
は
、
炎
天
下

で
の
運
動
（
練
習
時
間
２
時
間
超
で
発
症
率
上

昇
）、肉
体
労
働
作
業
、高
齢
者
の
日
常
生
活（
半

数
は
屋
内
）
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
熱
中
症
は
﹁
環
境
温
度
の
上
昇
に
よ
り
発
生

す
る
健
康
障
害
﹂
で
、
暑
熱
環
境
下
の
体
調
不

良
は
全
て
熱
中
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
以

前
は
、
熱
失
神
、
熱
け
い
れ
ん
、
熱
疲
労
、
熱

射
病
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
が
、
症
状
と
重
症

度
・
緊
急
度
が
わ
か
り
に
く
く
、
新
た
な
分
類※

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
な
点
は
、
現
場
で

す
ぐ
に
判
断
で
き
る
意
識
の
状
態
に
よ
り
、
Ⅰ

度
（
従
来
の
熱
失
神
、
熱
け
い
れ
ん
に
相
当
、

応
急
処
置
と
様
子
観
察
で
対
応
）、
Ⅱ
度
（
熱

疲
労
、
医
療
機
関
受
診
が
必
要
）、
Ⅲ
度
（
熱

射
病
、
入
院
加
療
が
必
要
）
に
分
類
さ
れ
て
い

は
、
Ⅱ
度
以
上
と
判
断
す
べ
き
で
す
（
図
）。

体
温
調
節
に
重
要
な
体
の
発
汗
機
能
が
熱
中
症

発
症
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
の
で
、
汗
を

か
か
な
い
（
か
け
な
い
）
場
合
も
要
注
意
で
す
。

ま
た
、
体
表
露
出
部
に
水
を
か
け
て
風
を
送
り

気
化
熱
を
利
用
し
体
温
を
下
げ
る
応
急
処
置
も

効
果
的
で
す
。

熱
中
症
の
応
急
処
置
─
正
し
く
知
り
、
正
し
く
行
動
す
る

医
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救
急
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NO

YES

熱中症の応急処置

CHECK1
熱中症を疑う症状がありますか？
（めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
・頭痛・不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・意
識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温）

救急車が到着するまでの間
に応急処置を始めましょう。
意識がないのに無理に水を
飲ませてはいけません

氷のうなどがあれば、首、腋
の下、太腿のつけ根を集中的
に冷やしましょう

大量に汗をかいている
場合は、塩分の入った
スポーツドリンクや経
口補水液、食塩水がよ
いでしょう

本人が倒れたときの状況を知ってい
る人が付き添って、発症時の状態を伝
えましょう

CHECK2
意識がありますか？

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

そのまま安静にして
十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう

救急車を呼ぶ

水分・塩分を補給する

医療機関へ
症状がよくなりましたか？

CHECK3
水分を自力で摂取
できますか？

YES

YES

YES

NO

NO

もし、あなたのまわりの人が熱中症になって
しまったら……。
落ち着いて、状況を確かめて対処しましょう。
最初の措置が肝心です。

CHECK4

「熱中症環境保健マニュアル2014」（環境省）ｐ.21より転載

※
日
本
救
急
医
学
会
熱
中
症
分
類
２
０
１
５

もし、あなたのまわりの人が熱中症になっ
てしまったら……。
落ち着いて、状況を確かめて対処しましょ
う。最初の措置が肝心です。

救急車が到着するまでの
間に応急処置を始めま
しょう。意識がないのに
無理に水を飲ませてはい
けません

氷のうなどがあれば、
首、腋の下、太腿のつ
け根を集中的に冷やし
ましょう

本人が倒れたときの状況を
知っている人が付き添って、
発症時の状態を伝えましょう

大量に汗をかいて
いる場合は、塩分
の入ったスポーツ
ドリンクや経口補
水液、食塩水がよ
いでしょう


